
ACG031-P07 会場:コンベンションホール 時間: 5月27日17:15-18:45

東シベリア地域の湖沼など水体の長期的変化

Variation of distribution of surface water body in Eastern Siberia
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永久凍土地帯では、湖沼などの水体はよく見られる現象であるが、それらは陸域水循環の一部を
構成する。これは、水循環における貯留を構成している一要素である。それらは、気候変化とと
もに、また地価状態の変化に伴い変化を繰り返す。幾つかの論文は、凍土の変化に関係した湖沼
の分布の変化を議論している。このように、湖沼等の水体は、水循環の一部として、また陸域環
境の変化を示す一現象として重要性を持つことが考えられる。
今回の解析では、東シベリア地域を対象とし、１９７５年から２００８年までの期間の
LANDSAT画像の処理を行い、水体（湖沼・氾濫原）の分布の変化を導出した。それに加え、こ
の地域の気候データを解析し、それを変動解析に用いた。詳細な解析をレナ流域中央部と、東経
125度から165度にかけての北極海沿岸部に関して行った。
水体の分布・規模とその変化に関して実態調べたところ、場所によっては一見奇妙な変化、同期
していない変化などが見られた。湖水位や気象データをあわせて用いて変化を説明する。
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